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新規会員募集中！

第３１回北海道法人会青年の集い室蘭大会
令和 ５年 ６月２３日(金)　室蘭市市民会館

室蘭地方法人会では新規会員を募集しております。
お知り合いや同業の方、取引先の方など「室蘭地方法人会入会加入」のお声掛け・お誘いをいただきま
すようお願い申し上げます。
ご紹介いただける方は、法人会事務局までご連絡ください。

� 公益社団法人室蘭地方法人会
� ☎０１４３－２３－３１０３
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着 任 の ご 挨 拶

室蘭税務署長

鈴
すず
　木

き
　琢
たく
　夫

お
 氏

法人会会員の皆様へのメッセージ

　本年 ７月の人事異動で、室蘭税務署長に着任しました鈴木琢夫です。
　金濱会長さまをはじめ公益社団法人室蘭地方法人会の役員並びに会員の皆さま方には、税務行政全般に
わたり、平素から深いご理解と多大なるご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　法人会におかれては、金濱会長さまのリーダーシップと会員の皆さまの強い結束力で、従前から「税務・
経営に関する知識の普及や啓発活動」、「地域社会への貢献活動」など、多岐にわたる公益活動を活発に展
開なさっておられるほか、各部会におかれては青年部会の租税教室、女性部会の絵はがきコンクールなど
の租税教育を中心とした活動、更には支部単位におかれても様々な活動を展開なさっておられることに、
深く敬意を表します。
　さて、昨今の税務行政の課題に関して、皆さまのお力添えをいただきたく ２点お願いを申し上げます。
　 １つ目は、キャッシュレス納付の利用拡大についてです。ＤＸ・ＢＰＲの波は税務の職場にも押し寄せ
ており、e-Taxを利用した申請・申告手続は大きく普及した反面、こと納付手続に関しては、金融機関等
での納付書を使用した現金納付が大半を占めており電子化が進んでいない現状です。このため税務署では、
ダイレクト納付や振替納税、クレジットカード納付等の「キャッシュレス納付」の利用拡大へ、従前にも
増して積極的に取り組むこととしております。このキャッシュレス納付のうちダイレクト納付は、令和 ６
年 ４月からe-Taxによる申告送信時にダイレクト納付を行う意思表示ができることとなり、法定納期限に
自動的に口座引き落としとなるようシステムが改修されます。このシステム改修により、ダイレクト納付
の利便性が大幅に向上しますので、是非ともダイレクト納付の利用にご協力をお願いします。
　 ２つ目は、消費税のインボイス制度です。既に制度は１0月から開始しておりますが、各企業の取引が多
様化する中で、自社が発行する請求書の書きぶりが分からないとか、取引先が発行した請求書に不備があ
るなどのトラブルは、制度が定着するまでの間、日々発生するものと思われます。そのような場合は、放
置されることなく都度解決していただき、そうした積み重ねが制度の定着をより早めるものと考えており
ます。身勝手なお願いであることは承知しておりますが、伏してお願いを申し上げます。
　結びに、今後の様々な法人会行事の場を通じ、会員の皆さまとお会いする機会を心待ちにしております。
　まずは書面にて着任のご挨拶とさせていただきます。

◆年　　齢　58歳（昭和４0年 ６ 月生）
◆出 身 地　札幌市
◆家　　族　妻・子 １人
◆趣　　味　ラグビー観戦　ウクレレ演奏
◆経　　歴　令 ４ . ７ 　札幌国税局　総務部　総括税務相談官

去る ７月10日、室蘭税務署の定期人事異動が発令され、転出された小林茂之署長の後任に、
鈴木琢夫署長が着任されました。
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税を考える週間

室蘭税務署　定期異動（令和 5年 7月10日）
【転出者】（法人会関係分）

氏　　　名 役　　　職 異　　動　　先
小　林　茂　之 署　　長 札幌国税局　徴収部　管理運営課長
石　川　竜　二 統括国税調査官 室蘭税務署　総務課長
佐　藤　浩　樹 上席国税調査官 富良野税務署　調査部門　上席国税調査官

【転入者】（法人会関係分）
氏　　　名 役　　　職 異　　動　　前
鈴　木　琢　夫 署　　長 札幌国税局　総務部　総括相談官
市　川　博　史 統括国税調査官 札幌国税局　調査査察部調査第一部門　総括主査
三　橋　隆　志 上席国税調査官 十勝池田税務署　調査部門　上席国税調査官

【法人会担当者】
氏　　　名 役　　　職
市　川　博　史 法人課税第一部門　統括国税調査官
三　橋　隆　志 法人課税第一部門　上席国税調査官
山　口　潤　一 税務広報広聴官

　西胆振の方に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深めてもらい、納税意識の向上を図るこ
とを目的として各種行事を実施いたします。

◆令和 5年度「税を考える週間」の主な行事（室蘭地方法人会分）
月　日 行　事　名 場　所 摘　　　要
１0月下旬 ハロウィン南瓜の展示開始 道の駅そうべつ情報館ｉ

１１月１１日
　～１７日

小学生による税に関する
絵はがきコンクール作品展

室蘭市民会館
伊達信用金庫本店
登別市民会館

入選作品１9点

１１月１１日
　～１７日 小学生による税に関する標語作品展

室蘭市民会館
伊達信用金庫本店
登別市民会館

法人会関係入選作品
標語 ６点

１１月１3日 社長・事務担当者合同委研修会 ホテルローヤル 講演：室蘭税務署長
１１月１４日 税の広報パレード 壮瞥商工会 車 ４台によるパレード
１１月１７日 書道展審査会 壮瞥町商工会

１１月１７日
「税を考える週間記念講演会」
第一部　室蘭税務署長　鈴木琢夫氏
第二部　柳家三之助氏

室蘭プリンスホテル 第一部「税金のお話」
第二部「笑いと笑顔で商売繁盛」

小学生による「税に関する標語」入賞作品（室蘭地方法人会会長賞）
「よい社会　みんなの税で　作ろう税！」

室蘭市立みなと小学校　鈴木　莉彩さん
「税おさめ　はらうかどには　ふくきたる」

室蘭市立蘭北小学校　磯邉　花音さん

「あなたの税　この日本への　ーピース」
登別市立幌別西小学校　三浦　あいさん

「税金は　今と未来の　かけはしだ」
伊達市立東小学校　西崎　史桜さん

「税金で　ゆたかな暮らし　目ざしてく」
登別市立富岸小学校　冨田　真平さん

「身のまわり　みんなの税で　まわってる」
伊達市立伊達小学校　徳田　萌衣さん

11月11日から17日まで
テーマ「これからの社会に向かって」
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４ 月１１日～１8日：支部総会・税務研修「インボイスの支援措置について」
　　２0日：総務委員会
　　２１日：本部監査会
　　２７日：第 １回正副会長会議、第 １回理事会
5月２3日：道法連　青連協定時総会
　　２3日：登別市市租税教育推進懇話会
　　２６日：第3６回定時総会
　　２６日：臨時理事会
６月２１日：会員親睦ゴルフ大会（登別支部）
　　２3日：第3１回北海道法人会青年の集い室蘭大会
　　２６日：租税教室（鷲別小学校）
７月１２日：租税教室（蘭北小学校）
　　２5日：室蘭市産業教育センター専門委員会・定時総会合同会議
　　２8日：青年部・女性部総会・部会研修会
　　２8日：いちごプロジェクト
8月 ２日～ 9日：ＪＲ洞爺駅　花の植栽・花壇整備（洞爺湖支部）
　　 ７日：厚生委員会		
　　30日：第 ２回正副会長会議、第 3回理事会
9月 １日：税を考える週間実行委員会
　　 8日：第６0回北海道法人会税制改正提言全道大会札幌大会
　　１２日：絵はがきコンクール審査会
　　１４日：経営セミナー「今からでも間に合う！ＤＸ入門セミナー」（共催・登別支部）
　　１４日：決算申告実務研修会（室蘭・登別地区）
　　２0日：決算申告実務研修会（伊達地区）
　　２１日：道法連女連協部会長会議
　　２２日：新設法人税務研修会
１0月 ６ 日：第２3回北海道法人会女性部会全道大会とかち大会

第一・第二四半期の主な実施事業

5 月26日　第36回定時総会 6月26日　租税教室（鷲別小学校）
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第三四半期以降の主な事業予定

令和 ５年度　表彰受賞者のご紹介（敬称略)

１0月２７日：会員親睦ゴルフ大会
１0月下旬：ハロウィン南瓜の展示開始（壮瞥支部）
１１月 9 日～１0日：第3７回「法人会全国青年の集い」（山形大会）
１１月１１日～１７日：「税を考える週間」
　　１3日：社長・事務担当研修会（伊達支部）
　　１４日：税の広報パレード（壮瞥支部）
　　１７日：書道展審査会（壮瞥支部）
　　１７日：税を考える週間記念講演（室蘭プリンスホテル）
　　２１日：税務研修会「年末調整」（室蘭）
　　２２日：税務研修会「年末調整」（登別）
　　２７日：税務研修会「年末調整」（伊達）

⑴　国税庁長官表彰
　　女性部会長　理　事　　　　石坂　律子　　　　　㈱ほっこうハウス
⑵　全法連表彰
　　相談役　　　宇賀　太郎　　室蘭ヤクルト販売㈱　道法連役員功労表彰
　　会　長　　　金濱　元一　　㈱日昇堂　　　　　　単位会役員功労表彰
　　副会長　　　松永　英樹　　㈱松永商事　　　　　単位会役員功労表彰
⑶　札幌国税局長　感謝状
　　相談役　　　宇賀　太郎　　室蘭ヤクルト販売㈱
　　相談役　　　草塩　忠幸　　㈱草塩建設
⑷　会員増強奨励賞
　　全法連奨励賞
　　　新規 ２件獲得　大同生命保険㈱苫小牧営業所　　越智由香里
　　　新規 １件獲得　大同生命保険㈱苫小牧営業所　　森　　郁代
　　　新規 １件獲得　大同生命保険㈱東京　　　　　　佐古田光江
　　　新規 １件獲得　ＡＩＧ損害保険㈱代理店　　　　㈱ＧＩＣコンサルティング
以上の方々に各団体より表彰状並びに記念品が授与されました。
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第３1回北海道法人会青年の集い室蘭大会のご報告

開 催 日　令和 5年 ６月２3日（金）
開催場所　室蘭市市民会館
参加人数　来賓招待者２3名　参加人数２89名

　第3１回北海道法人会青年の集いは令和 5年 ６月２3日（金）室
蘭市市民会館において全道２9法人会青年部会より２89名（道外
１名含む）、来賓招待者２3名が出席し開催されました。
　第一部大会式典では伊藤青連協会長より「法人会青年部会活
動の 3本柱の一つ、租税教育活動について、昨年、全国青年の
集い沖縄大会の租税教育プレゼンテーションにおいて札幌東法
人会が〈教育の機会は平等であるべき〉との信念のもと、リモート租税教室を開催した実績を披露し、準グ
ランプリに輝いた。本年も全道30単位会全てで出来る限りの開催を目指し、対面・リモート租税教育を進め
て参りたい。青年部会活動二つ目の柱財政健全化のための健康経営については、青年部会のみならず、親会、
女性部会にも輪を広げ推進していく。 3本柱の三つ目、部会員増強運動については ６月末時点での会員数を
基準として、全国統一で１0％の純増を目指すという目標が掲げられており、単位会の皆様と情報交換しなが
ら、道法連青連協としても進めていくので、皆様のご協力をお願いしたい。これらの 3本の柱を軸に、今年
度の道法連青連協の活動を推進していく。」と挨拶がありました。来賓紹介の後、札幌国税局　漢課税部長、
北海道胆振総合振興局　関局長、道法連　加藤会長より祝辞を頂きました。
　祝電披露を挟み、租税教育活動の参考事例として第3６回法人会全国青年の集い沖縄大会で租税教育活動プ
レゼンテーション優秀賞を受賞した札幌東法人会青年部会より租税教育事例発表、健康経営大賞企業の部最
優秀賞を受賞した、島根県雲南法人会㈱きこり様より活動内容が披露されました。
　第 ２部記念講演会は、今回の講演会講師である室蘭工業大学副学長　清水　一道氏が、「ひとづくりはも
のづくり　―ＳＤＧsを考慮したものづくり産業の未来―」と題し講演が行われました。
　第 3部は中嶋神社　蓬崍殿でテ―ブル着席方式により懇談会を開催。会場入口前で歴代会長によるサプラ
イズ（焼きたてソ－セ－ジの提供）があった他、アトラクションとして各単位会代表によるホタテ釣り選手
権を行い、参加された部会員は終始楽しみながら交流を深めました。

法連青連道協　伊藤会長　式辞

札幌国税局課税部長　漢　昭弘 様 道法連会長　加藤　欽也 様
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第 １部　大会式典　１４：30～１5：４0
　 １ ．開会宣言　室蘭地方法人会　青年部会　部 会 長　菊谷　義統
　 ２．国歌斉唱（黙唱）
　 3．式　　辞　北海道法人会連合会
　　　　　　　　青年部会連絡協議会　　　　会　　長　伊藤　龍平
　 ４．来賓紹介　北海道法人会連合会
　　　　　　　　青年部会連絡協議会　　　　専務理事　加藤　絢也
　 5．来賓祝辞　札幌国税局　　　　　　　　課税部長　漢　　昭弘 様
　　　　　　　　北海道胆振総合振興局　　　局　　長　関　　俊一 様
　　　　　　　　北海道法人会連合会　　　　会　　長　加藤　欽也 様
　 ６．祝電披露
　 ７．法人会全国青年の集い沖縄大会
　　　租税教育活動プレゼンテーション
　　　【すべての子供たちに届けたい～日本の未来のための
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　租税教室～】
　　　　優秀賞　札幌東法人会
　　　　　〈教育の機会は平等であるべき〉との信念のもと、
　　　　　遠隔地や離島の子供たちへのリモート租税教室を
　　　　　開催した実績を披露。
　 8．健康経営大賞報告会　企業部門最優秀賞
　　　　　　　　　　　　　島根県雲南法人会　㈱きこり
　 9．次回開催地挨拶　　　第3２回北海道法人会青年の集い富良野大会
　　　　　　　　　　　　　富良野法人会青年部会
　１0．大会宣言　第3１回北海道法人会青年の集い　室蘭大会実行委員長　萩野　泰史
　１１．閉会宣言　室蘭地方法人会　青年部会　副部会長　三河　　篤

租税教育事例を発表する札幌東法人会
池田副部会長

健康経営大賞企業部門を発表する㈱きこり　大高社長

次回開催地挨拶（令和 6年 9月19日富良野市で開催）
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第 ２部　記念講演会　１６：00～１７：30
　テーマ　「ひとづくりはものづくり　―ＳＤＧsを考慮したものづくり産業の未来―」
　講　師　国立大学法人　室蘭工業大学副学長　清水　一道 氏

第 3部　懇談会　１8：30～２0：１0
　 １ ．開会挨拶　第3１回北海道法人会青年の集い　室蘭大会　実行委員長　萩野　泰史
　 ２．来賓挨拶　全国法人会総連合　青年部会連絡協議会　会長　平良　修一 様
　 3．祝　　杯　室蘭税務署　署長　小林　茂之 様
　 ４．アトラクション　ホタテ釣り大会
　 5．閉会挨拶　室蘭市長　青山　　剛 様

大会宣言　萩野大会実行委員長 室蘭工業大学副学長　清水　一道 氏
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和衷協同
～法人会活動によって生まれる変化

　ものづくりのまち室蘭を中心とした西胆振地域は、工業・農業・漁業・観光業と様々
な特徴をもつ 3市 3町によって成り立ち、北海道がもつ多様な地域性の縮図ともいえる
地域です。

　広域な地方法人会は様々な地域性を有するが故に一地域一法人会とは異なる結束力で
あることは否めません。しかしながら、法人会は税分野を中心とした活動を行うからこ
そ、様々な地域性を背景に持つ人材が一つにまとまり、大きな力を発揮できるのです。

　室蘭地方法人会は、本大会の主管によって大きく変わろうとしています。多数の会員
の入会とともに、法人会そのものの理解が乏しい現実もあるなか、法人会の目的・活動
を見つめ直す機会を得たことで大きな力が生まれようとしています。部会員増強運動は、
会員間における新しい価値観の共有を生み、法人会活動を持続する力となります。租税
教育活動は、税のオピニオンリーダーとなるべき会員に税知識を学ぶ機会を創出し、租
税教室の開催を通じて子供たちに未来を託す力となります。財政健全化のための健康経
営プロジェクトは、子供たちの未来のために、責任世代である我々が今果たすべき力と
なります。これら法人会活動を通して得られる「税の力」によって、税を中心とした和
衷協同が生まれると確信しています。

　多様性ある地域の集合体「西胆振地域」に集う我々は、未来に希望を持てる北海道づ
くりのため、 3つの「税の力」を主軸に和衷協同し、新たな一歩を踏み出すことを第3１
回北海道法人会青年の集い「室蘭大会」にて宣言いたします。

令和 5年 ６月２3日

第3１回北海道法人会青年の集い　室蘭大会

実行委員長　萩　野　泰　史

第３1回北海道法人会青年の集い　室蘭大会　大会宣言



税に関する令和 税に関する
絵はがきコンクール絵はがきコンクール

年度5 入賞
作品

入賞作品

10

　法人会女性部会主催（後援：国税庁、全法連、道法連女連協、北
海道租税教育推進協議会）の「税に関する絵はがきコンクール」は、
本年で第１４回目となりました。例年西胆振の小学 ６年生の児童を対
象に開催しております。
　本活動は授業などを通じて、小学生に“税の大切さ“や”税の果た
す役割“について学んでもらい、その知識や感想を絵はがきにする
ことで、より理解を深めてもらうことを目的としております。
　各校教職員の皆様のご尽力もあり、管内 8校から１４４作品の応募がありました。
　応募作品については、9月１２日（火）に矢元政行様（全道美術協会員等）、鈴木室蘭税務署長、市川統括を
審査員にお招きし、当会会長、女性部会長・理事、事務局で審査会を行い、最優秀賞をはじめ１9作品を選出
いたしました。
　当会で最優秀賞に選ばれた室蘭市立みなと小学校 ６年の多田明莉さんの作品は、室蘭地方法人会の代表と
して、道法連へ推薦いたしました。 9月２１日（木）に札幌市にて道法連女連協部会長会議の中で審査会が行
われ、女連協会長賞を受賞されました。入賞された児童の皆さんへは、賞状と副賞をもって表彰に伺う予定
です。

登別市立若草小学校 6年
三上　莉羽 さん

室蘭市立天神小学校 6年
外崎　優月 さん

室蘭市立みなと小学校 6年
多田　明莉 さん

室蘭市立蘭北小学校 6年
熱田真弥香 さん

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

室
蘭
税
務
署
長
賞

室
蘭
税
務
署
長
賞

室
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地
方
法
人
会

室
蘭
地
方
法
人
会

女
性
部
会
長
賞

女
性
部
会
長
賞

室
蘭
地
方
法
人
会

室
蘭
地
方
法
人
会

会
長
賞

会
長
賞
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菊地　湊斗 さん
（若草小 6年）

佐藤　杏寧 さん
（伊達小 6年）

釣谷　芽衣 さん
（みなと小 6年）

倉岡　優衣 さん
（みなと小 6年）

佐伯　亮成 さん
（みなと小 6年）

池田　栞暖 さん
（白蘭小 6年）

洞ケ瀬侑良 さん
（豊浦小 6年）

伊藤　友愛 さん
（鷲別小 6年）

金田　千希 さん
（みなと小 6年）

福眞　海音 さん
（若草小 6年）

宮前　百花 さん
（みなと小 6年）

山下　吏翔 さん
（若草小 6年）

茂木いろは さん
（若草小 6年）

荒島亜弥奈 さん
（若草小 6年）

工藤　藍衣 さん
（若草小 6年）

物知りでなけりゃ落語は聞けない？
フリーランスライター　藤　木　順　平

　落語家の林家木久扇師が来年「国民的番組」といわれる『笑点』を降板することが話題となった。日本にいる落語家さ
んは、この番組のメンバー ７人だけだと思っている人がいるそうだ。落語家は東・西で千人を数えるというのに。
　落語には蕎麦と同様、その道の「通」がいる。蕎麦はまず、汁をつけずにそのまま食べろだの、わさびは汁に溶かすな
だの…放っとけ、食いたいように食うわ！
　「落語は古典に限る」というのもその口だ。長い間、人々に聞き継がれてきた分、古典落語は面白いし洗練もされてい
る。一方、時代のずれで内容が理解できないという人がいるのも事実だ。例えば、夜鳴き蕎麦の代金を一文ごまかす「時
そば」がそれだ。この季節によく聞く噺だが、これのさげ（落ち）は「九つから始まって四つで終わる」江戸時代の時制
が肝（きも）である。
　夜の四つが午後10時で、九つが午前 0時。せっかちな男が、 2時間早く蕎麦を食べて失敗したおはなしでございます。
こんなこと説明したら、面白くもなんともないもの…。古典落語の未来は？

【筆者紹介】藤木　順平（ふじき・じゅんぺい）　フリーランスライター。日本笑い学会会員。


